
インターネット

インターネット上の医療情報をめぐる課題

三谷博明

医学図書館．2001;48(2):155-161．

医療系のＷｅｂサイトが増え、患者・市民に

よるネット上の医療情報へのアクセスも稲極的

になってきているが、医療・健康情報の信頼性

の有無は極めて重大な問題である。国内でも

ＭＩＷ（MedicallnformationWatch）という、

ネット上の医療情報の内容を評価．モニタリン

グする活動が始まっており、今後は国家レベル

での、質の高い医療情報が提供される社会情報

基盤の整備が求められる、と提言している。

わが病院の医療情報発信とホームページの活用

戦略

神野正･博

病院．2001;60(7):600-604．

医療機関が生き残っていくためには、戦略を

立て積極的な広報活動を行っていく必要がある

と述べ、その選択肢の一つとして、インター

ネットホームページを利用した情報発信と活用

の事例を紹介している。

HTMＬ入門一ホームページをつくろう

長谷川真知子

ほすぴたるらいぶらりあん．2001;26(2):107‐

111．

ホームページ作成ソフトは便利ではあるが、

なかなか自分の思いどおりの画面ができないと

いうマイナス面があるｏＨＴＭＬ言語は難解な

イメージがあるが、知っていると良い点がたく

さんある。ＨＴＭＬ知識の必要‘性がよくわかる。

簡単．きれいオフィス文書の印刷テクニック３３

伊・佐恵子他

病院図書館２００１；２１(4)：180-181

文献紹介

日経パソコン．2001;391：118-139．

OfficeソフトやWebブラウザーから手早くき

れいに印刷するためのテクニックが紹介されて

いる。基本をおさえ、ほんの少しの工夫をする

ことで効率良く印刷できるようになり、業務の

省力化にもつながる。

図書館員や

Studytoaccessthecompensationandskillsof

medicallibraryprofessionalsrelativetoinfol←

mationtechnologyprofessionals

WｅｉｓｅＦＯ,McMullenTD

BullMedLibrAssoc,2001;89(3):249-262．

医学図書館員はInformationTechnologyの

専門家としての役割を果たしているが、ＩＴ部

門の専門職員に比べて補償や立場の点でギャッ

プがあると述べている。現状を把握するために

医学図書館員550人を対象に調査を行い、今後

の対策を検討している。

Raisingthebar:theimportanceofhospitalli‐

brarystandardsinthecontinuingmedicaledu‐

cationaccreditationprocess

GluckJC,HassigRA

BullMedLibrAssoc､2001;89(3):272-276°

ＣSMSによる医学継続教育プログラム評価事

業の調査チームに図書館員が加わったことによ

る、図書館側の変化の事例紹介。病院図書館員

が外部活動を行うことは、院内での図書館の状

況を良い方向に変化させるための一つの重要な

方法であると述べている。

基本的臨床能力としてのコミュニケーション技

法［１］－コミュニケーションの基本：４つの

要素と４つの交流一

伴信太郎

－１８０－
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文献紹介

診断と治療．2001;89(6):1017章1022．

コミュニケーション－般についての解説。コ

ミュニケーションを４つの要素と４つの交流と

いう２つの側面から検討し、その良し悪しによ

り相手の満足度が大きく変わってくると述べて

いる。

ストレスと行動科学

坂野雄二

診断と治療．2001;89(5):825-829．

臨床場面での応用が期待される「ストレスマ

ネジメント法」について、行動科学の立場から

解説している。また、日常診療に役立つヒント

として実践的なストレス対処法も紹介されてい

る。

｜患者図書館患者図書館

患者へのわかりやすい医療情報提供サービス

｢からだのとしょかん」の現況報告

有田由美子

ほすぴたるらいぶらりあん．2001;26(2):127‐

130．

独立した患者図書室発足までの経過、その活

動内容、利川者の反応などについてアンケート

や統計を加えて具体的に説明している。司書が

提供した医学情報の内容や利用者の反応なども

書かれている。今後の課題等も含め、参考にな

る点がたくさんある。

－１８１－

診療ガイドライン ；

ガイドラインはどのようにして出来るのか

林同文他

診断と治療．2001;89(9):1408-1413．

診療ガイドラインの開発目的や実際の手順、

その問題点などが簡単にわかりやすく解説され

ている。欧米諸国の現状や今後の課題も紹介さ

れており、概要を知ることができる。

ガイドラインとＥＢＭ

小出大介

診断と治療．2001;89(9):1414-1420．

ＥＢＭの基本と実践方法を説明した後、診療

ガイドラインとＥＢＭの関係や、ＥＢＭに則っ

たガイドラインの使用方法、使用上の注意点な

どについて述べている。近畿病院図書室協議会

でも、公式事業としてエピデンスに基づいた診

療ガイドラインの策定に参加協力しており、図

書館員の専門知識の一つとしておさえておきた

い。

■文献の入手は､所蔵館へお申し込みください。

図「怖報の科学と技術｣･｢BulletinoftheMedi‐

calLibraryAssociation」は協議会で購読し

ています。

因興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。
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